
尼崎市営住宅をDIY可能住宅として募集

DIY住宅

市営住宅を目的外使用し、入居者自身が希望する住環境へ

ＤＩＹすることを可能とする住宅の募集を行います。

子育て・若年世帯の多様化するライフスタイルに合わせた住環境の提供と、

魅力ある住戸を用意する方法を検討する中、ＤＩＹにより入居者自身が希望

の仕様に仕上げることが可能なＤＩＹ住戸の募集を行うことで子育て・若年世

帯への支援に繋げる。
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DIY可能住宅 市営住宅の利活用 定住・転入促進

多様化するライフスタイ

ルに合わせ、自分好み

の仕様に改修。

入居者自身又は、工務

店などの協力を得ること

もOK。

公募に支障がない住宅を目

的外使用として利活用！本

来の在住在勤・収入要件を

緩和、市内外からの応募が

可能。

子育て世帯・若年世帯の

定住・転入を促し、同時

に高齢化が進む自治会

の自治会活動の活性化

を図る。
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DIY可能住宅
ＤＩＹ工事については、躯体に影響がない範囲において可能とします。

入居希望者は、募集住宅を内覧後に住宅を決定し、使用許可申請などを行います。

なお、退去時の原状回復は求めません。
（例）

間仕切り壁の撤去による間取りの変更

（３ＤＫ→２ＬＤＫなど）

壁、天井、床等の仕上げ材の変更 設備の新設や変更
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市営住宅の利活用
過去の応募状況などから、入居の希望者がなく募集割れが見込まれる住宅など

において、公募に支障がない住宅から３０戸を募集します。

市営住宅の目的外使用

市内在住・在勤、収入要件を緩和し、県外を含み市内外からの応募を可能とします。

家賃は各住宅の最も低い設定家賃（２〜５万円台）とし、最長１０年間入居可能とします。

市営住宅の現状

公募時において、エリアなどによる応募倍率が高い住

宅がある一方で、募集可能住宅の中にはEV無しの4・

5階の高層階で募集割れが見込まれる住宅や部屋の

状態が悪い住宅などが数多くあります。

その中から、公募に支障がない住宅を選定し募集を行

います。

参考：R7年4月
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定住・転入促進
子育て世帯・若年世帯の定住・転入を促し、

同時に高齢化が進む自治会の自治会活動の活性化を図ります。

想定する世帯

世帯年収が500万円を超えるも、子育てに係る出費

等で家やマンションの購入は難しいが、出産や子

供の成長等に伴い、引っ越しが必要になる世帯を

想定しています。

市営住宅においては、世帯の就労などの状況にも

よりますが、世帯年収が500万円前後が市営住宅

への入居のボーダーラインとなる事が多々ありま

す。

（例）父（500万円）、母（０円）、子の３人世帯

↓

収入要件に合致せず、入居不可

入居不

可

想定する世帯

（万円）

自治会活動の活性化

既存入居者の減少と高齢化に伴い、自治

会活動に支障が生じ出しています。

DIY可能住宅では、入居要件に自治会活動

への参加が可能な者と設定し、自治会活動

の活性化も同時に図ります。
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募集期間

令和７年６月１６日から令和８年３月３１日まで随時募集

対象者

下記①又は②の世帯でa、bに該当する世帯
①子育て世帯（中学校を卒業するまでの子と生活している世帯）
②若年世帯（夫婦合計年齢が７９歳以下の世帯）
a：家賃、共益費などを必ず納め、自治会活動に参加する
b：世帯年収が５００万円以上の世帯（令和７年度課税証明書で確認）

家賃・敷金

対象住戸の１分位家賃（2～5万円台/月）を設定
敷金については、修繕を行わず現状渡しのため徴収しない
※ＤＩＹ住宅を決定し、使用許可後から１０ヶ月について家賃を徴収しない。
１０ヶ月（ＤＩＹ工事期間７ヶ月、引っ越し費相当額３ヶ月）

支払方法については、他の市営住宅同様に毎月払いとする。
退去が生じた際は、使用許可の取消しを行う。

ＤＩＹ開始

募集 住戸決定

使用許可

入居

退去

入居希望者は、募集住宅の中から
希望する住宅の内覧が可能
工務店に工事を頼む場合は工務店の同行可

ＤＩＹする住戸を決定
入居希望者は、工事内容、工事期間・計画、
入居希望日などを市に提出し承認を得る

着工前に自治会や指定管理者と顔合わせを実施、
工事の円滑な実施を促す。
工事中は経過報告を市に行う

工事完了後は速やかに入居頂く

原状回復は求めず、
残置物の撤去のみ求める。ただし、
毀損などによる損傷は回復を求める
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内覧


